
※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
62
ー
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
ー
１
１
１
１
へ
。
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★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷 ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

水
俣
に
こ
の　
　
　
　

あ
り　
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人人

　

昨
年
３
月
に
生
誕
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
、

水
俣
の
名
誉
市
民
・
徳
富
蘇
峰
。
記
念
の
年

に
あ
た
り
、
市
は
「
郷
土
水
俣
の
偉
人 

徳

富
蘇
峰
」を
発
行
し
ま
し
た
。執
筆
し
た
の
は
、

元
小
学
校
校
長
の
岩
﨑
徹
さ
ん（
古
城
）で
す
。

　

退
職
し
て
１
年
後
、
蘇
峰
記
念
館
と
徳
富

蘇
峰
・
蘆
花
生
家
の
副
館
長
に
就
任
。
蘇
峰
・

蘆
花
へ
の
知
識
を
深
め
、
現
在
は
市
蘇
峰
会

の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
２
年
前
、
同
会
の
伊
藤
一
哉
会
長

か
ら
生
誕
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
企
画
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

あ
る
小
学
生
の
言
葉
。「
蘇
峰
は
何
を
し
た

人
か
」
と
問
わ
れ
た
小
学
生
は
、「
さ
あ
…
。

習
字
の
先
生
だ
ろ
う
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

蘇
峰
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
―
。
岩
﨑
さ
ん
は

危
機
を
感
じ
、「
た
だ
の
記
念
事
業
で
終
わ

ら
せ
て
は
い
け
な
い
。
何
か
残
る
も
の
、
手

に
取
っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
」
と

考
え
、
執
筆
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

執
筆
前
は
多
く
の
資
料
や
文
献
を
読
み
、

郷
土
史
家
に
話
を
聞
く
な
ど
、
準
備
が
大
変

で
し
た
。
執
筆
後
は
反
響
に
不
安
を
覚
え
る

日
々
。
心
理
的
重
圧
を
乗
り
越
え
、
事
業
を

成
し
遂
げ
た
岩
﨑
さ
ん
が
語
る
蘇
峰
の
人
物

像
は
「
体
力
と
根
性
の
人
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
す
ば
ら
し
い
生
き
方
を
し
、
日
本

を
愛
し
続
け
た
人
」。
さ
ら
に
、「
ど
ん
な
偉

人
も
悩
み
な
が
ら
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
人

間
性
に
触
れ
、
共
感
す
る
こ
と
こ
そ
、
伝
記
を

読
む
値
打
ち
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

偉
人
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
が
現
代

に
引
き
継
が
れ
、
生
ま
れ
た
１
冊
の
冊
子
。

手
に
取
っ
て
、
あ
な
た
の
目
で
確
か
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」で
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す

「
郷
土
水
俣
の
偉
人 

徳
富
蘇
峰
」執
筆
者　
岩
﨑 

徹
さ
ん

Vol.

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて
〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

※「郷土水俣の偉人  徳富蘇峰」（写真左下）は市教育委員会、蘇峰記念館、徳富蘇峰・蘆花生家で販売中（500円）。広報みなまたでも連載中です。

「郷土水俣の偉人 徳富蘇峰｣ 

執筆者  岩﨑 徹 さん
いわさき   　とおる

 家族自慢
ウチのペ ッ ト

心根が優しく、
我慢強い子です。病院でもほめられて、飼
い主が喜んでいます。

ご意見犬
ジョジョ

　  スカーフが
よく似合うね！

岩﨑さん家の  

  チ ロ 
ち

（♂・14歳・古城）
くん

花 智

編 

集 

後 

記

▼「
こ
の
人
あ
り
」の
岩
﨑
さ
ん
は
元
学
校
の
先

生
で
、専
門
は
国
語
。プ
ロ
に
見
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
、原
稿
を
お
持
ち
し
た
と
き
は
か
な

り
緊
張
し
ま
し
た
。真
冬
な
の
に
少
し
汗
を
か
い

て
い
た
ほ
ど
。で
も
と
て
も
優
し
く
見
て
い
た
だ

い
て
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
▼
お
給
料
を
い
た
だ
い

て
い
る
以
上
、私
も
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。と
は
い
え
文
章
も
写
真
も
、ま
だ
ま
だ
周
り

の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
く
ば
か
り
。真
の
プ

ロ
へ
の
道
は
、遠
く
険
し
い
で
す
。精
進
せ
に
ゃ

▼
成
人
式
の
記
事
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

▼「
続
け
る
」こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。事
を
始
め
る
の
は
大
変
な
が
ら
、創
意
工
夫

し
な
が
ら
、あ
っ
ぢ
ゃ
な
か
、こ
っ
ぢ
ゃ
な
か
と
や

り
が
い
も
あ
り
ま
す
。で
も
、何
年
も
続
け
て
い
く

う
ち
に
何
か
が
薄
れ
、人
の
関
心
も
遠
の
き
、あ

っ
て「
あ
た
り
ま
え
」に
な
る
こ
と
も
▼
地
域
で

続
く
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
材
に
行
く
と
、

頑
張
る
人
に
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。で
も
、

高
齢
化
や
少
子
化
な
ど
、後
継
者
不
足
は
深
刻
。

水
俣
を
担
う
子
ど
も
や
大
人
の
地
域
愛
を
高
め

る
た
め
に
も
、ど
う
か
踏
ん
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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水
俣
市
は
、頑
張
る
企
業
を

　
　

応
援
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
場
企
業
の
新
た
な
事

業
展
開
や
雇
用
の
増
大
を
促
進
す
る

た
め
、「
水
俣
市
地
場
企
業
新
産
業
・

雇
用
創
出
促
進
補
助
金
」
制
度
を
準

備
し
て
い
ま
す
。条
件
を
満
た
す
場

合
、
最
大
５
０
０
０
万
円
の
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
を
ご
覧
に
な
る
か
、

市
総
合
経
済
対
策
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

地
場
企
業
支
援
の
補
助
制
度

申
請
第
１
号
企
業
が
工
場
増
設

　

市
と
河
村
電
器
産
業
㈱
（
水
野
一

隆
取
締
役
社
長
）
は
昨
年
３
月
26
日
、

同
社
の
水
俣
工
場
の
増
設
に
伴
い
、

「
環
境
に
配
慮
し
た
工
場
等
の
立
地

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
24
年
度
に
市

が
地
場
企
業
支
援
の
た
め
に
創
設
し

た
「
水
俣
市
地
場
企
業
新
産
業
・
雇

用
創
出
促
進
補
助
金
」
を
活
用
す
る

た
め
の
協
定
で
、
同
社
が
協
定
締
結

の
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
設
し
た
の
は
、
太
陽
光
発
電
施

設
の
増
加
に
伴
う
受
配
電
設
備
や
分

電
盤
、制
御
盤
な
ど
の
生
産
設
備
。工

事
は
昨
年
６
月
に
着
工
、
同
12
月
に

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

増
設
に
よ
り
従
業
員
50
人
を
新
規

に
雇
用
し
、
今
年
１
月
か
ら
試
運
転

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Top News
水俣市地場企業新産業・雇用創出促進補助制度申請第１号
河村電器産業㈱水俣工場増設

雇用の創出を促進！
　　地域経済の活性化に期待！

▲竣工式で玉串を捧げる河村幸俊代表取締役社長
（今年１月23日より代表取締役会長）

竣工式で行われた起動式

頑
張
る
地
場
企
業
を
応
援
！    

  
水
俣
市
地
場
企
業
新
産
業
・

雇
用
創
出
促
進
補
助
金

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
（
対
象
要
件

を
満
た
す
場
合
）
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

★
工
場
な
ど
を
新
設
し
て
水
俣
で
新

し
い
事
業
を
始
め
る

★
工
場
な
ど
を
増
設
し
て
事
業
を
強

化
す
る

★
工
場
な
ど
の
設
備
を
入
れ
替
え
て

増
強
す
る

★
右
記
の
場
合
に
併
せ
て
、
雇
用
も

増
や
す  

な
ど

【
対
象
と
な
る
要
件
】

●
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

●
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
法
人

●
市
内
で
５
年
以
上
継
続
し
て
同
一

の
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
む
地
場

企
業
（
市
内
立
地
後
５
年
を
経
過
し

た
誘
致
企
業
を
含
む
）

●
環
境
に
配
慮
し
た
工
場
な
ど
の
立

地
協
定
の
締
結

【
補
助
金
の
額
（
上
限
額
）
】

１
２
５
０
万
円
・
２
５
０
０
万
円
・

５
０
０
０
万
円

※

新
規
地
元
雇
用
者
数
な
ど
に
よ
り

上
限
額
が
異
な
り
ま
す
。
算
定
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
合
経
済
対
策

課
☎
６
１
・
１
６
２
８

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

city.m
inam

ata.lg.jp/
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任
期
満
了
に
伴
う
「
水
俣

市
長
選
挙
」、
市
議
会
議
員

辞
職
に
伴
う
「
水
俣
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
」（
欠
員

２
人
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

両
選
挙
と
も
、
２
月
２
日
㈰
に

告
示
し
、
２
月
９
日
㈰
に
水
俣
市

内
22
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
を
行

い
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
人

■
年
齢
要
件　

投
票
日
に
満
20
歳

以
上
の
人
（
平
成
６
年
２
月
10
日

以
前
生
ま
れ
）

■
住
所
要
件　

①
平
成
26
年
２
月
１
日
ま
で
に
水

　

俣
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
か
ら
引
き
続
き
市
内
に

　

居
住
し
、
３
カ
月
経
過
（
平
成

　

25
年
11
月
１
日
ま
で
に
転
入
届

　

を
提
出
）
し
た
人

②
市
内
の
異
動
（
転
居
）
に
つ
い
て

　

は
、
１
月
22
日
ま
で
に
転
居
届

　

を
提
出
し
た
人
は
現
住
所（
地
区
）

　

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
に
転
居
届
を
提
出
し
た
人

　

は
前
住
所
（
地
区
）
の
投
票
所
で

　

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
俣
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
所
・
時
間　

次
ペ
ー
ジ
の

表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
選
挙
人
名
簿
登
録
内
容
縦
覧

■
日
時
・
場
所　

２
月
２
日
㈰　

８

時
30
分
〜
17
時
・
市
役
所
秋
葉
４
階

●
投
票
所
入
場
整
理
券
（
ハ
ガ
キ
）

の
郵
送
は
１
月
30
日
㈭
か
ら

　

投
票
の
時
間
や
場
所
な
ど
を
確
認

し
て
、
投
票
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
人
や
、

な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
は
…

　

投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
と
対
照
、

本
人
確
認
を
行
い
、
再
発
行
し
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
方
法

☆
水
俣
市
長
選
挙

　

投
票
日（
２
月
９
日
）の
投
票
は
、

記
号
式
投
票
で
す
。
投
票
記
載
所

に
用
意
し
て
あ
る
「
○
を
つ
け
る
ス

タ
ン
プ
」
を
使
っ
て
、候
補
者
の
「
○

を
つ
け
る
欄
」
に
○
印
を
押
し
て

投
票
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

☆
水
俣
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

自
書
式
投
票
で
す
。
投
票
記
載

所
の
鉛
筆
で
、
投
票
用
紙
に
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
、
投
票
箱
へ
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
票
は
２
月
９
日
㈰
21
時
か
ら
、

市
立
総
合
体
育
館
で

※
投
票
所
地
図
、
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
、
開
票
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
事
由

に
該
当
す
る
見
込
み
の
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
の
該
当
事
由

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

　

が
あ
る
人

②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用

　

で
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

　

い
人

③
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理

　

由
で
歩
行
が
困
難
な
人

■
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
８
日
㈯

■
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
４
階

※
秋
葉
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
秋
葉
１
階
に
車
椅
子

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
自
由
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品　

届
い
て
い
る
場
合
は

投
票
所
入
場
整
理
券
（

（
な
く
て
も
投
票
で
き

ま
す
）

◆
不
在
者
投
票

■
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
８
日
㈯

■
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
実
施
の
指
定
を
受

け
た
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理
者

に
申
し
出
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【 

水
俣
市
内
指
定
病
院
・
施
設 

】

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
病

院
、
恵
愛
園
、
白
梅
荘
、
白
梅
の
里
、

や
す
ら
ぎ
苑
、
明
水
園
、
和
光
苑
、

尚
光
苑

※
水
俣
市
外
の
病
院
や
施
設
で
も
、

指
定
を
受
け
て
い
れ
ば
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
や

内
臓
機
能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
、
ま
た
は
介

護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人

は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記

入
し
て
、
郵
便
な
ど
で
返
送
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
上
肢
や
視

覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
人
な

ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
者
に

投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
記
載
制
度
で
の
郵
便
投
票

は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
仕
事
や
旅
行
で
水
俣
を
離
れ
て

い
る
人
の
不
在
者
投
票

　

水
俣
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
、

滞
在
し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
方
法
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。こ
の
投
票
は
、

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
選
挙
管

理
委
員
会
☎
６
１
・
１
６
４
１
／

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

city.m
inam

ata.lg.jp/

寄付はダメ !!
贈らない！
求めない！
受け取らない！

投 票 区 投　票　所 区　域 投票時間
  第１投票区   水俣第一中学校体育館   １区（天神原・牧ノ内・大戸口組除く）、７区

７
時
〜
20
時

  第 2 投票区   市公民館本館   ２区、１区（天神原組）

  第 3 投票区   水俣第二小学校体育館   19 区

  第 4 投票区   ４区公民館   ４区

  第 5 投票区   市立総合体育館   ５区

  第 6 投票区   尚和会館ホール   20 区

  第 7 投票区   21 区公民館   21 区

  第 8 投票区   水俣高校第１体育館   ６区

  第 9 投票区   水東小学校体育館   ８区（合畑組除く）

  第 10 投票区   深川公民館   ９区、８区（合畑組）

  第 11 投票区   市東部センター（葛彩館）   10 区（12組除く）、11区、13区（5・6組除く）、14区

  第 12 投票区   石坂川集会所   12 区、13区（5・6組）

  第 13 投票区   旧湯出中学校技術室   15 区、16区（木臼野組）

  第 14 投票区   袋小学校ワークスペース   17 区（湯堂組除く）

  第 15 投票区   おれんじ館   18 区、17区（湯堂組）

  第 16 投票区   市保健センター（もやい館）   １区（牧ノ内・大戸口組）、22区（湯の児組除く）

  第 20 投票区   長崎公民館   16 区（木臼野組除く）

  第 21 投票区   市公民館分館（旧市勤労青少年ホーム）   ３区

  第 22 投票区   湯の児公民館   22 区（湯の児組）

  第 17 投票区   23 区集会所   23 区、24区（中小場組除く）、26区（日当・日添組）、10区（12組）
７時～
19時

  第 18 投票区   大川公民館   25 区、24区（中小場組）

  第 19 投票区   越小場公民館   26 区（日当・日添組除く）

期日前投票は
２月３日㈪～８日㈯
市役所秋葉４階で

秋  葉

市役所庁舎
教　

育

委
員
会

投票者用駐車場

４階

来庁者用駐車場来庁者用駐車場来庁者用駐車場

◆２月９日㈰は投票日、皆さんの投票所はどこですか？

２２月９９日㈰㈰は「水俣市長選挙」「水俣市長選挙」
 「水俣市議会議員補欠選挙」 「水俣市議会議員補欠選挙」の
　 　　　　　　　 　 　　　　　　　 投票日です。

※投票所整理入場券（ハガキ）が届いていない場合も、投票所で名簿対照・本人確認して発行後、投票できます。

（

問い合わせ
水俣市選挙管理委員会

 ☎６１ー１６４１

※ 第 17 投票区投票所は、「愛林館」から「23 区集会所」に場所を変更しました。

２月９日㈰は「水俣市長選挙」
 「水俣市議会議員補欠選挙」の
　 　　　　　　　 投票日です。

45 広報みなまた2014.2.1広報みなまた2014.2.1



水
芦
の
取
り
組
み
を
全
国
へ

林
業
グ
ル
ー
プ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
決
定

　

森
林
や
林
業
に
関
わ
る
活
動
を
行

う
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
の
場

と
し
て
開
か
れ
て
い
る
、「
全
国
林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」。２
月

18
日
・
19
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
、芦
北
地
域
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
が
出
場
し
ま
す
。発
表
者
は
、久

木
野
地
区
の
中
村
和
彦
さ
ん
。昨
年
の

県
大
会
、九
州
大
会
を
経
て
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。大
会
で
は
、地
域
林
業

の
活
性
化
に
努
め
る
同
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

豪
華
な
食
事
を
お
得
な
料
金
で

湯
の
児
・
湯
の
鶴「
冬
の
膳
」フ
ェ
ア

35
年
ぶ
り
に
新
し
い
ピ
ア
ノ

グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
研
究
会
か
ら
ピ
ア
ノ
の
寄
贈

　

２
月
１
日
か
ら
湯
の
児
・
湯
の
鶴
温

泉
で「
冬
の
膳
」フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま

す
。湯
の
児
は
旬
の
食
材
ア
ワ
ビ
を
使

っ
た「
ア
ワ
ビ
御
膳
」、湯
の
鶴
は「
あ
っ

た
か
鍋
御
膳
」を
、お
得
な
料
金
で
提

供
し
ま
す
。参
加
店
舗
は
、湯
の
児
が

松
原
荘
、湯
の
児
海
と
夕
や
け
、昇
陽

館
、山
海
館
、齊
藤
旅
館
。湯
の
鶴
が
鶴

水
荘
で
す
。

　

１
月
10
日
に
は
湯
の
児
海
と
夕
や

け
で
料
理
の
プ
レ
ス
発
表
会
が
行
わ

れ
、豪
華
な
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
17
日
、市
役
所
で
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
し
た
の
は
、鹿
児
島
県
伊
佐
市
の

グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
研
究
会（
井
上

増
實
会
長
）。子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を

通
じ
て
心
豊
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
、市
文
化
会
館
へ
寄
贈

の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
会
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
市

文
化
会
館
を
利
用
し
て
お
り
、利
便
性

や
音
響
の
良
さ
を
評
価
。今
後
も
利
用

し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
病
資
料
館
で
は
現
在
、石
川
武

志
写
真
展「M

IN
A
M
ATA

 
N
O
TE

（
ミ
ナ
マ
タ 

ノ
ー
ト) 1971

〜2012

」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。石
川
さ
ん
は
、

写
真
家
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
氏
の
助
手

と
し
て
約
40
年
前
に
水
俣
入
り
し
ま

し
た
。展
示
に
つ
い
て
石
川
さ
ん
は「
40

年
前
と
現
在
の
、人
や
風
景
の
写
真
を

通
し
て
、今
な
お
続
く
水
俣
病
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

写
真
展
は
３
月
14
日
㈮
ま
で
、特
別

展
示
室
で
開
催
中
で
す
。

過
去
と
現
在
が
一
つ
の
空
間
に

石
川
武
志 

写
真
展

▲料理の一例。食事・部屋休憩・入浴込み（１人単価）で、湯の児は
日帰り5,250円、宿泊12,750円。湯の鶴は日帰り4,200円、宿泊
10,650円。２人以上３日前までの予約が必要。

▲贈呈式後、出席者で記念撮影。写真前列中央が井上増實会長。
グランドピアノは昨年11月に搬入済み。

▲昨年12月17日、市役所で大会出場を報告した中村和彦さん（写
真中央）

▲展示初日、来場者へ説明する石川さん（写真左）

消
防
の
分
野
で
尽
力
　
受
章（
賞
）お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
位
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
、消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞
者（
水
俣
市
関
係
）

【
叙
位（
従
六
位
）】

【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
瑞
宝
単
光
章
）】

【
消
防
設
備
保
守
関
係
功
労
者（
消
防
庁
長
官

表
彰
）】

　

昭
和
29
年
７
月
、消
防
士
見
習
い
を
拝
命
以

来
、献
身
的
な
努
力
を
捧
げ
、多
年
に
わ
た
り

消
防
業
務
に
従
事
。豊
富
な
知
識
と
経
験
で
消

防
職
員
の
育
成
強
化
に
力
を
注
ぎ
、昭
和
30
年

の
湯
出
地
区
の
火
災
、昭
和
47
年
の
汐
見
町
で

の
工
場
火
災
な
ど
、災
害
発
生
時
に
責
任
感
と

実
行
力
を
も
っ
て
任
に
当
た
っ
た
。昭
和
60
年

12
月
に
消
防
本
部
次
長
、昭
和
61
年
10
月
に
消

防
長
に
就
任
。消
防
全
般
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

　
　

　

昭
和
40
年
４
月
、消
防
士
見
習
い
を
拝
命
。

同
年
10
月
に
消
防
士
を
拝
命
以
来
、多
年
に
わ

た
り
危
険
を
顧
み
ず
、献
身
的
に
消
防
業
務
に

従
事
し
た
。平
成
８
年
に
消
防
司
令
、平
成
13

年
４
月
に
水
俣
消
防
署
長
、平
成
14
年
４
月
に

消
防
司
令
長
に
就
任
。平
成
13
年
３
月
に
は
、

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、全
国
消
防
長
会
会

長
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
さ
れ
た
。

　
　

　

昭
和
45
年
３
月
か
ら
立
尾
商
会
勤
務
。昭
和

49
年
、㈲
立
尾
防
災
の
社
名
で
法
人
化
し（
現

立
尾
電
設
㈱
）、代
表
取
締
役
就
任
。防
災
工
事

業
、消
防
施
設
業
、電
気
工
事
業
、管
工
事
業
、

土
木
工
事
業
と
業
務
を
拡
大
。消
防
用
設
備
な

ど
の
設
置
と
維
持
管
理
の
適
正
化
を
通
じ
、消

防
行
政
の
推
進
に
寄
与
。そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、受
賞
に
至
っ
た
。

 永田 光男さん
        （古城）
立尾電設㈱
代表取締役社長

   鬼塚 賢治さん
         （山手町）
元水俣芦北広域行政事務
組合消防司令長

 久木田 實喜さん
    （故人・宇城市）
元水俣芦北消防組合
消防監　※写真は家族
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水
俣
市
が
４
連
覇
達
成
！

第
64
回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
12
日
、険
し
い
峠
道
を
舞
台
に
、

恒
例
の「
第
64
回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競

走
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。区
間

は
、水
俣
市
役
所
か
ら
芦
北
町
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
41
㎞
。水

俣
・
芦
北
・
津
奈
木
の
１
市
２
町
が
２

チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

一
般
総
合
で
は
、水
俣
市
が
大
会
新

記
録
と
な
る
４
時
間
39
分
55
秒
で
ゴ

ー
ル
し
、４
連
覇
を
達
成
。高
校
は
水

俣
高
校
、中
学
は
湯
浦
中
学
校
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

呼
び
掛
け
で
火
災
を
未
然
防
止

水
俣
市
消
防
団
年
末
特
別
警
戒

仕
事
の
後
は
思
事
を
語
ろ
う
！

「
思
事
カ
フ
ェ
」特
別
セ
ミ
ナ
ー

　

昨
年
12
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
、市

消
防
団
が
年
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま

し
た
。こ
れ
は
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
に
合
わ
せ
、火
災
の
未
然
防
止

と
市
民
の
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
目
的
で
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
出
発

式
で
は
、宮
本
市
長
が「
火
災
の
未
然

防
止
に
は
呼
び
掛
け
が
非
常
に
有
効
。

十
分
な
警
戒
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ

い
さ
つ
。団
員
は
各
地
域
に
戻
り
、火

災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

熊
本
大
学
と
水
俣
市
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
が
、地
元
で
働
く
若
者
同
士
が

気
軽
に
話
せ
る
場
、知
り
合
え
る
場
と

し
て「
思
事
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。日
ご
ろ
何
気
な
く
考
え
て
い
る
こ

と（
思
事
）を
話
し
な
が
ら
、ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
種
も
見
つ
か
れ

ば
と
、企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
12
月
20
日
は
、京
都
産
業
大
学

の
大
室
悦
賀
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た

特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
第
３
回
み
な
ま
た
環
境
絵
本
大

賞
」の
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
員
を
務
め
た
の
は
、柳
田
邦
男
さ

ん（
作
家
）、小
泉
る
み
子
さ
ん（
絵
本

作
家
）、村
中
李
衣
さ
ん（
児
童
文
学

者
）、西
日
本
新
聞
社
出
版
部（
第
１

回
・
第
２
回
の
受
賞
作
出
版
社
）。全
国

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
２
２
４
編
の
作

品
に
つ
い
て
１
月
13
日
、市
公
民
館
で

審
査
会
を
行
い
、左
記
の
皆
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た（
大
賞
の
み
紹

介
）。授
賞
式
は
３
月
下
旬
に
、市
公
民

館
で
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、市
が「
日
本
一
の
読

書
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
と「
環
境

首
都
水
俣
」の
発
信
の
た
め
平
成
21
年

に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

【
環
境
絵
本
大
賞
】

●
大
賞　
「
す
ず
こ
の
夏
休
み
」／
原

野
な
お
こ（
福
岡
県
福
岡
市
）

※
環
境
絵
本
大
賞
作
品
は
、平
成
26
年

度
中
に
作
画
を
加
え
、絵
本
と
し
て
出

版
す
る
予
定
で
す
。

【
市
民
賞
】

●
大
賞（
こ
ど
も
部
門
）　
「
た
く
さ
ん

の
景
色
」／
下
田
優
希（
丸
島
町
）

●
大
賞（
一
般
部
門
）　
「
そ
う
じ
屋　

ギ
ン
ち
ゃ
ん
」／
谷
口
誠（
汐
見
町
）

絵
本
で「
環
境
」を
発
信

第
３
回
み
な
ま
た
環
境
絵
本
大
賞 

受
賞
作
品
決
定

▲団員は浜グラウンドでの出発式後、各地域で警戒にあたりました。

エ
コ
活
動
を
も
っ
と
応
援
！

Ｅ
Ｃ
Ｏ
M
Ｏ
T
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

　

み
な
ま
た
環
境
塾
が
昨
年
12
月
21

日
、み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

で「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
行
う
水
俣
・
芦
北

地
域
の
高
校
生
の
活
動
を
紹
介
し
よ

う
と
、昨
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。基

調
講
演
で
は
、み
な
ま
た
エ
コ
タ
ウ
ン

協
議
会
の
田
中
利
和
会
長
が
、容
器
包

装
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
講
演
。

芦
北
高
校
が
、ホ
タ
ル
の
生
き
る
河
川

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

水
俣
第
二
小
学
校（
森
山
祐
一
校

長
）で
１
月
12
日
、今
年
１
年
の
無
病

息
災
を
願
う「
ど
ん
ど
や
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
に
組
ま
れ
た
や

ぐ
ら
の
周
り
に
は
、児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
住
民
な
ど
が
集
ま
り
、竹
の
先
に

付
け
た
お
餅
を
焼
い
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
も

あ
り
、参
加
者
は
冷
え
た
体
を
温
め
な

が
ら
、お
い
し
そ
う
に
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

　　
無
病
息
災
の
願
い
を
込
め
て

水
俣
第
二
小
学
校 

ど
ん
ど
や

▲スロベニアを訪問し、水銀被害について学んだ水俣高校生の発
表。「環境問題は水俣で起きているだけではなく世界でも起きてい
ることを知り、視野が広がった」など、感想を話しました。

▲お餅を焼く準備も万端。あとは食べるだけ！

▲「思事カフェ」はみなまた環境テクノセンター（水俣産業団地）
で毎月第２・第４水曜日、18時頃から時間の許す限り開催中。

▲市役所前をスタートし、厳しく険しい峠道へ

し
ご
と
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ま
ち
の

　
　
わ
だ
い

ま
ち
の

　
　
わ
だ
い

　

１
月
13
日
、袋
天
満
宮
で
袋
中

学
校
３
年
生
の
合
格
祈
願
が
行
わ

れ
ま
し
た
。生
徒
32
人
と
保
護
者
、

学
校
関
係
者
、地
域
住
民
が
出
席
。

菅
原
道
真
公
の
流
れ
を
く
む
と
い

わ
れ
る
神
社
で
玉
串
を
捧
げ
、全

員
の
合
格
を
願
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
は
平
尾
雅
述
校
長

が
、「
皆
さ
ん
よ
く
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。ま
す
ま
す
精
進
し
、地
域
の

こ
と
も
大
切
に
思
っ
て
ほ
し
い
」と

激
励
。式
典
後
は
学
校
で
食
事
会

が
行
わ
れ
、温
か
い
食
事
に
生
徒

た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

湯
出
小
で
は
教
育
活
動
の
一
つ

と
し
て
、地
域
住
民
の
協
力
に
よ

り
そ
ば
の
栽
培
・
収
穫
を
行
っ
て

い
ま
す
。日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
昨
年
12
月
15
日
、

湯
出
小
学
校
で「
ふ
れ
あ
い
感
謝

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
と
保
護
者
、学
校
職
員
、地

域
住
民
が
早
朝
か
ら
餅
つ
き
と
そ

ば
打
ち
を
行
い
、昼
食
会
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。太
鼓
の

演
奏
や
踊
り
も
披
露
さ
れ
、学
校

は
終
日
に
ぎ
や
か
な
様
子
で
し
た
。

懸
命
な
努
力 

神
さ
ま
に
届
い
て

  

袋
中
生 

袋
天
満
宮
で
合
格
祈
願

地
域
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

湯
出
小
学
校 
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

　

越
小
場
地
区
の
住
民
が
昨
年
の

大
み
そ
か
、住
吉
神
社
で
約
20
年
ぶ

り
に「
年
越
し
そ
ば
」を
復
活
さ
せ

ま
し
た
。か
つ
て
は
住
吉
神
社
で
そ

ば
を
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、長

く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。地
元
の
自

治
会
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

復
活
を
決
め
、準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
ば
は
地
元
の
そ
ば
粉
で
手
打

ち
し
、だ
し
汁
に
は
地
鶏
と
地
元
の

野
菜
を
使
用
。各
家
庭
で
味
が
違
う

た
め
、昨
年
12
月
１
日
に
は
試
食
会

も
行
い
ま
し
た
。完
成
し
た
そ
ば
は

約
１
０
０
食
を
準
備
し
、甘
酒
を
付

け
て
１
杯
３
０
０
円
で
提
供
し
ま

し
た
。

▲生徒代表が玉串を捧げ、願いを込めて手を合わせました。

▲あたたかいそばを、みんなでおいしくいただきました。

　

市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

（
棚
橋
康
子
会
長
）が
昨
年
12
月
22

日
、も
や
い
館
で「
歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
in
婦
人
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。婦
人
会
が
単

独
で
行
う
の
は
、今
回
が
初
め
て
。

各
自
が
手
づ
く
り
の
食
事
を
持
ち

寄
り
、自
慢
の
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
、会
場
は
手
拍
子
と
笑
い
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
月
25
日
に
は
、市
役
所
で
益

金
の
贈
呈
が
あ
り
、棚
橋
会
長
か

ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
宮

本
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
元
気
が
い
っ
ぱ
い
！

市
地
域
婦
人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

▲芸達者な皆さんがステージで歌い、踊る！

感
謝
の
心
は
体
も
強
く
す
る

市
武
道
連
盟
年
末
大
そ
う
じ
・
合
同
鏡
開
き

　

昨
年
12
月
22
日
、市
武
道
館
で

市
武
道
連
盟
に
よ
る
年
末
大
そ
う

じ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。日
ご
ろ
の

利
用
に
感
謝
し
、約
80
人
が
館
内
、

駐
車
場
、武
道
館
周
辺
な
ど
を
清

掃
し
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
に
は
連
盟
に
加
入
す

る
各
団
体
合
同
の
鏡
開
き
が
行
わ

れ
、濱
八
幡
宮
で
の
お
は
ら
い
の

後
、各
団
体
の
演
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。真
剣
に
よ
る
居
合
道
や

剣
道
、杖
道
、太
極
拳
、弓
道
な
ど
、

参
加
者
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
気

合
い
で
、演
舞
を
行
い
ま
し
た
。

▲気合い十分の、空手道の演舞。

あったかそばとあま酒でほっこり♪
越小場地区住民による「年越しそば」復活

▲完成したそば

▲試作したそばの試食（昨年12/1）

▲冷えた体にしみわたるおいしさ！（大みそか）

そばの試作（昨年12/1）
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★
申
告
に
必
要
な
も
の
は
？

「
平
成
26
年
度
市
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
等
の
申
告
書
」、
印

鑑●
給
与
収
入
が
あ
る
人

①
源
泉
徴
収
票
の
本
人
交
付
用

②
源
泉
徴
収
票
が
な
い
人
は
、
年

　

間
収
入
金
額
が
わ
か
る
も
の　

　

(

給
与
支
払
証
明
書)

、
会
社

　

名･

電
話
番
号
な
ど

③
年
の
中
途
で
会
社
を
退
職
し
た

　

人
や
職
場
で
年
末
調
整
が
さ
れ

　

な
い
人
は
、
所
得
税
が
還
付
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
わ
か

　

る
も
の
（
本
人
名
義
）

●
年
金
収
入
が
あ
る
人

　

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票(

日

本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
毎
年
１
月

末
頃
に
郵
送
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
）

●
事
業
収
入
（
漁
業･

農
業
を
含

む
）・
不
動
産
収
入
が
あ
る
人

①
収
入
（
売
上
額
・
出
荷
額
・
水

　

揚
げ
額
な
ど
）
や
経
費
な
ど
が

　

わ
か
る
書
類
や
帳
簿

② 

収
支
内
訳
書
（
所
得
の
種
類
・

　

経
費
な
ど
の
科
目
ご
と
に
計
算

　

し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
計
算

　

が
で
き
て
い
な
い
と
、
申
告
に

　

時
間
が
か
か
る
た
め
、
順
番
が

　

後
回
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
そ
の
他
の
職
業
の
人

　

収
入
内
訳
書
、
証
明
書
、
帳
簿

な
ど

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
や

　

明
細
書(

１
年
分
を
個
人
ご
と
、

　

病
院
・
薬
局
ご
と
に
集
計
し
た

　

も
の)

②
健
康
保
険･

生
命
保
険
の
高
額

　

療
養
費
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

　

金
額
の
明
細
書
な
ど

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

　

年
金
や
健
康
保
険
料
（
税
）
な

ど
の
領
収
書
、
ま
た
は
、
納
付
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類
、
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

◆
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
控

除
を
受
け
る
人

　

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど

の
控
除
証
明
書（
領
収
書
は
不
可
）

◆
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
人

　
「
障
害
者
手
帳
」、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
な
ど

★
申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

①
必
要
書
類
は
、
当
日
に
全
て
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。
不
足
す
る

　

場
合
、再
度
提
出
が
必
要
で
す
。

②
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
申

　

告
会
場
・
日
程
な
ど
で
都
合
が

　

悪
い
人
は
、
他
の
地
区
で
申
告

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

③
収
入
が
全
く
な
い
人
も
、
申
告

　

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
住
民
税
、
所
得
税
の
申
告
を
忘

　

れ
る
と
、
所
得
証
明
書
が
発
行

　

で
き
な
い
ほ
か
、
保
険
税
（
料
）

　

の
軽
減
（
注
）
が
受
け
ら
れ
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
や
保

　

育
料
、
身
近
な
医
療
・
福
祉
な

　

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
生
じ

　

ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
申

　

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
（
注
）
軽
減
…
所
得
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
、
税
額
な
ど
を
軽

減
す
る
制
度
の
こ
と
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
】

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
税
務

署
・
税
理
士
・
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
作
成

し
た
申
告
書
な
ど

を
印
刷
し
て
、
税

務
署
へ
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
市
県
民
税
申
告
の
会
場
で
は
、

確
定
申
告
の
相
談
を
受
け
付
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
税
務
署
☎

０
９
６
５
・
３
２
・
３
１
４
１

★
税
理
士
の
確
定
申
告
相
談
会

　

八
代
税
務
署
ま
で
の
移
動
が

困
難
な
人
な
ど
の
た
め
、
税
理
士

が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
５
日
㈬

■
場
所　

市
申
告
相
談
会
場
（
水

俣
市
役
所
秋
葉
４
階
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
税
務
課

☎
６
１
・
１
６
１
０

平
成
26
年
度 

市
県
民
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
！

申
告
期
間

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪

【
市
県
民
税
の
申
告
相
談
】

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成
26
年
度(

平

成
25
年
分)
の
申
告
を
す
る
人

は
、
下
表
の
日
程
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

申
告
内
容
に
つ
い
て
市
か
ら
電
話

確
認
や
、
市
役
所
へ
の
来
庁
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

は
？

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
収

支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要
な
所
得

が
あ
る
人
（
税
務
署
へ
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
人
を
除
く
）で
、

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
に

は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

で
も
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

と
な
っ
た
人
は
、
各
相
談
会
場
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

nformationＩ

確定申告が必要な人 場  所 ＆ 期  間 申告方法

 ●税務署から確定申告の案
　 内が届いた人
 ●所得税の納税が必要な人
 ●所得税の還付を受ける人
 ●所得税の住宅ローン控除  
　 を受ける人　など

  八代税務署
  　　〒 866-8605
  　　八代市花園町 16-2

  2 月17日㈪
　  ～3月17日㈪
  9 時～ 16時
  （土・日曜日、祝日を除く）

  左記の申告相談会場 
  で申告してください。
  ただし、土・日曜日、
  祝日の相談や申告書
  の受け付けは行って
  いません。
  郵送・時間外収受箱
  に投函することもで
  きます。

税税

期　日 対象地域 受付時間 場　所
  2 月 17 日㈪   袋・月浦 9：30～12：00　13：00～15：00 おれんじ館

  2 月 18 日㈫   越小場 9：30～12：00　13：00～15：00 越小場公民館

  2 月 19 日㈬   宝川内・市渡瀬・葛渡・薄原 9：30～12：00　13：00～15：00 葛彩館

  2 月 20 日㈭
  深川   9：30～12：00 葛彩館

  石坂川・葛渡 13：30～15：00 石坂川公民館

  2 月 21 日㈮   袋・月浦 9：30～12：00　13：00～15：00 北袋公民館

  2 月 24 日㈪   百間町・汐見町・港町・八ノ窪町・浦上町・江添 9：30～12：00　13：00～15：00 21 区公民館

  2 月 25 日㈫   久木野 9：30～12：00　13：00～15：00 愛林館

  2 月 26 日㈬
  古里   9：30～12：00 愛林館

  大川 13：30～15：00 大川公民館

  2 月 27 日㈭   湯出 9：30～12：00　13：00～15：00 湯の鶴温泉保健センター

  2 月 28 日㈮   長崎・江添（16区）   9：30～12：00 長崎公民館

  3 月   ３日㈪   幸町・洗切町・八幡町・築地・初野・小津奈木

  9：00～12：00
13：00～15：30

市役所秋葉４階
（市役所裏）

  3 月   ４日㈫   白浜町・桜ケ丘・浜・大迫

  3 月   ５日㈬
  大園町・旭町・大黒町・平町・江南町・昭和町・
  山手町・緑ケ丘・多々良町

  3 月   ６日㈭   丸島町・梅戸町・明神町・祇園町

  3 月   ７日㈮   天神町・浜町・古賀町・栄町・塩浜町・浜松町

  3 月 10 日㈪   桜井町・南福寺・長野・中鶴・長野町

  3 月 11 日㈫   陣内・古城・牧ノ内・ひばりケ丘・わらび野・陳内

  3 月 12 日㈬   全地区

  3 月 13 日㈭   全地区

  3 月 14 日㈮   全地区

  3 月 17 日㈪   全地区

平成 26 年度　市県民税の申告相談日程 ※自分の地区で都合が悪い人などは、どの地区でも
　申告の相談ができます。

市県民税申告について…水俣市税務課☎６１-１６１０
所得税確定申告について…八代税務署☎０９６５-３２-３１４１

※エレベーターも
　ご利用ください
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締
め
切
り
間
近
で
す
「
太
陽
光
発
電
＆

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
」

　

市
は
、
太
陽
光
発
電
と
太
陽
熱

利
用
シ
ス
テ
ム（
太
陽
熱
温
水
器
）

を
設
置
す
る
家
庭
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
分
の
受
け
付
け
終

了
が
近
く
な
り
ま
し
た
。
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
締
切
日　

２
月
28
日
㈮

太
陽
光
・
太
陽
熱
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

■
残
り
件
数
（
１
月
27
日
時
点
）

　

太
陽
光　

34
件
程
度

　

太
陽
熱　

42
件
程
度

■
補
助
金
額

　
《
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
》

☆
市
内
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

10
万
円
／
１
kW（
上
限
30
万
円
）

☆
市
外
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

３
万
円
／
１
kW（
上
限
10
万
円
）

　
《
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
》

　
（
太
陽
熱
温
水
器
）

☆
市
内
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

設
置
費
用
の
40
％（
上
限
７
万
円
）

☆
市
外
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

設
置
費
用
の
20
％（
上
限
３
万
円
）

※
補
助
金
の
最
新
状
況
や
申
請
方

法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ

ル
都
市
推
進
課
☎
６
１
・
１
６
４
７

　　
平
成
26
年
度
給
食
物
資
納
入

業
者
を
募
集
し
ま
す

■
納
入
先
施
設　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
納
入
品
目　

給
食
物
資
（
飲
料

な
ど
を
含
む
）

■
申
込
資
格　

市
内
に
事
業
所
を

有
し
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
申
込
方
法　

市
役
所
１
階
総
合

案
内
所
に
備
え
付
け
の
登
録
申
請

書
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
税
の
滞
納

が
な
い
証
明
書
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
21

日
㈮

■
申
込
・
問
い
合

わ
せ　

総
務
課
☎

６
１
・
１
６
０
３
／

http://w
w
w
.

city.m
inam

ata.
lg.jp/

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２－６２２２で内容確認できます（火災は☎６３－６６６６）

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
、
学
生
、
無
職
の
人
）

の
保
険
料
納
付
は
、
一
定
期
間
分

を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
保
険
料
が
一
部
割
引
と
な

り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
の
前
納
を

利
用
す
る
と
割
引
額
が
高
く
な

り
、
さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

■
種
類

①
２
年
前
納
（
平
成
26
年
４
月
〜

　

平
成
28
年
３
月
分
）

　

※
２
年
前
納
対
象
者

　

▼
現
年
度
に
未
納
の
な
い
現
金

　

納
付
の
人
（
直
近
１
カ
月
の
み

　

未
納
の
人
も
可
）

　

▼
口
座
振
替
で
の
１
年
前
納
・

　

６
カ
月
前
納
利
用
者

②
１
年
前
納
（
４
月
〜
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
・

　

10
月
〜
３
月
分
）

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
口
座
が
あ
る

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）・
年
金
事
務
所
・
水
俣
市
役

所
市
民
課
５
番
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
各
申
込
場
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

■
持
参
品　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
年
金
手
帳
や
納
付
書
、
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
、
金
融
機
関

届
出
印

■
締
切
日　

２
月
28
日
㈮

■
前
納
の
口
座
振
替
日　

４
月
30

日
㈬

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
八
代
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
４
３
／

水
俣
市
市
民
課
☎
６
１
・
１
６
２
２

平
成
26
年
度 

就
学
援
助
制
度

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

小
中
学
校
で
の
義
務
教
育
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
経
済
的
な

理
由
で
小
中
学
生
の
就
学
費
に
困

っ
て
い
る
保
護
者
に
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の

学
校
費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

②
生
活
保
護
を
停
止
・
廃
止
さ
れ
た

③
各
種
税
金
・
国
民
年
金
の
掛
金

　

な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る

④
福
祉
生
活
資
金
の
貸
し
付
け
を

　

受
け
て
い
る

⑤
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
態
が

　

悪
い

⑥
そ
の
他
、
災
害
な
ど
の
特
別
な

　

事
情
で
、
学
校
納
付
金
の
納
付

　

に
困
っ
て
い
る

■
申
込
方
法

申
請
書
に
申
請
理
由
を
確
認
で
き

る
書
類
（
児
童
扶
養
手
当
証
書
の

写
し
な
ど
）
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

■
申
込
先　

児
童
・
生
徒
が
通
学

し
て
い
る
学
校
ま
た
は
市
教
育
委

員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎

６
１
・
１
６
３
６

小
学
校
入
学
に
向
け
て
、

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

来
年
度
、
小
学
校
入
学
を
迎
え

る
子
ど
も
を
持
つ
皆
さ
ん
、
予
防

接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

　

予
防
接
種
を
受
け
る
と
そ
の
病

気
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
か
か

っ
た
と
し
て
も
軽
い
症
状
で
済
む

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
接
種

期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

転
入
や
、
紛
失
な
ど
で
予
診
票

が
な
い
人
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
の
種
類
／
接
種
期
間

　

決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
接
種
で

き
な
い
場
合
は
、
任
意
接
種
（
全

額
自
己
負
担
）
に
な
り
ま
す
。

○
麻
し
ん
風
し
ん

　

／
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

○
三
種
混
合
／
７
歳
半
ま
で

○
ポ
リ
オ
／
７
歳
半
ま
で

○
日
本
脳
炎
／
７
歳
半
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

み
な
く
る
バ
ス　

新
停
留
所

「
中
古
賀
町
」
を
設
置
し
ま
す

　

２
月
１
日
か
ら
、
み
な
く
る
バ

ス
「
古
賀
町
」
停
留
所
と
「
水
俣

郵
便
局
前
」
停
留
所
の
間
に
、
新

停
留
所
「
中
古
賀
町
」
を
設
置
し

ま
す
。

　

こ
の
停
留
所
に
は
、
全
て
の
み

な
く
る
バ
ス
が
停
車
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
交
バ
ス
㈱

水
俣
営
業
所
☎
６
３
・
２
１
８
５

／
市
企
画
課
☎
６
１
・
１
６
０
７

nformationＩ

年
金
年
金
年
金

育
児
育
児
育
児

市役所から
お知らせです

学
校
学
校
学
校

　　　　　　 外国に行く時に、考え方や
　　　　　　 文化が違うせいか、言葉が
　　　　　　 通じないせいか、カルチャー
　　　　　　 ショックという心理的な衝撃
　　　　　　を受ける恐れがある。おそら
　　　　　　く耳にしたことがあるだろう。
　　　　　　しかし、もっと僕自身が気
になっている類いのものがある。それは「逆
カルチャーショック」だ。
僕が来日して、３年間半ぐらい経った。事
前に日本の文化を勉強し、

言葉も覚えたおかげで、（天草へ島流し
になった割には）あまりショックを受け
ず、今ではすっかり日本での生活に慣れて
いる。慣れすぎているといっても過言では
ないだろう。母国であるアメリカに帰るた
びに、なじんでいたはずのアメリカの文化
に多少のショックを受けてしまう。特に僕
が今でも苦労するのは客と店員の言葉の
やりとりや、初対面の人との接し方。耳が
日本の店員さんがしゃべる敬語や改まった
表現に慣れたせいで、アメリカの店員の時
にぶっきらぼうな、時に親しすぎな話し方
に衝撃を受ける。また、日本の町では知
らない人とすれ違う時に「おはようござい
ます」「今日は寒いですね」のようなほぼ
決まった挨拶を交わすが、僕がアメリカに
帰ったら「なんといえばいいんだろう。。。」
と戸惑う。
冬休みに、メリーランドの実家だけでなく、
大学の頃の友人に会うためシカゴに行った
（ちょうど大寒波に襲われた時で、ある日
の最高気温は氷点下 22 度だった）。シカ
ゴは初めてで、アメリカでなじみがないと

ころを訪れるのは久しぶりだった。思った
より怖かった。
日本の大都会の場合どこも安全で、終電
に間に合わなくても、中心の駅か交通セン
ターに行けば、必要な食（24時間営業の
コンビニ）や、宿（ネットカフェ、カプセ
ルホテル）がある。そして、困ることがあ
っても、皆が外国人の僕に優しくしてくれ
る。アメリカの場合、そうではない。町の
中心に安い宿泊施設はほとんどなく、コン
ビニも少なく、安全ではないところもある。
外国人ではないので、特別扱いもない。「自
分の国なのに、なんて落ち着かないんだ」
とびっくりした。
カルチャーショックを経験する人は、海外
へ渡る人だけに限らない。引っ越したり、
新しい学校や職場に入ったりする時にも起
こりうる。でも、前のところに戻ってみると、
懐かしい気持ちとともに、「もう戻れない
んだ」と、痛感することもある。日本でも、
学校と仕事の関係で、故郷を去って二度
と戻れない人は、何らかのカルチャーショ
ックを受けているのだろう。

大漁
大漁

CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記

し、

ーVol.06ー

給
食
物
資

給
食
物
資

給
食
物
資

交
通
交
通
交
通

環
境
環
境
環
境
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▲県環境センターでの環境学習

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

福島の中学生が水俣を訪問
　水俣・福島交流事業

　昨年12月21日から24日まで、福島県の中学生40人
が水俣を訪れ、水俣市内の中学生と環境問題について
意見交換を行うなど、交流しました。水俣市ＰＴＡ連絡
協議会（松永和典会長）が、福島の中学生に水俣で行
われている水俣病学習や環境学習を紹介し、福島の現
状を聞くことで、相手に寄り添える支援を考える契機
にしようと、企画したものです。
　福島県ＰＴＡ連合会が募った生徒たちは、水俣の中
学生24人と、市公民館で意見交換。県環境センターで
は環境学習やリ・グラスアートづくり体験などを行い
ました。エコパーク水俣では、10年後の再会を誓い合
い、サクラの記念植樹を行いました。

元さんが水俣を訪れたのは、平成20年の「みなまた未来コンサート」
に続き2度目

魅力的な歌声が会場を優しく包み込む
　全国豊かな海づくり大会開催記念イベント
　元ちとせ～スペシャルコンサート in 水俣～

　昨年11月17日、市文化会館で「元ちとせ～スペシャ
ルコンサート in 水俣～」が開催されました。音楽イベ
ントなどを企画・運営する㈱M．Ｉ．Ｏ．が、昨年10月の
「全国豊かな海づくり大会」の開催を記念して行ったも
のです。
　元さんは、「ワダツミの木」や「はなだいろ」など全11
曲を熱唱し、会場は奄美の島唄に育てられた魅力的な
歌声に包まれました。

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て

元
ち
と
せ
さ
ん

　

水
俣
を
訪
れ
る
の
は
２
回
目
に

な
り
ま
す
。
水
俣
の
お
客
さ
ん
は

と
に
か
く
温
か
く
て
、
今
回
も
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

奄
美
大
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の

で
、
海
は
身
近
な
も
の
。
き
れ
い

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

時
に
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
自
分
の
目
で
見
て
き
ま

し
た
。
い
つ
で
も
穏
や
か
で
は
な

く
、
「
生
き
て
い
る
そ
の
も
の
」

で
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。

　

海
づ
く
り
大
会
を
機
に
、
自
分

が
ど
う
思
う
か
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
「
き
れ
い
な
海
で
泳
ぎ
た

い
」
、
「
魚
を
食
べ
た
い
」
と
思

う
こ
と
か
ら
、
「
豊
か
な
海
づ
く

り
の
た
め
に
ご
み
を
拾
お
う
」
と

か
。
そ
う
し
て
海
と
人
が
つ
な
が

っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◀水俣と福島の
中学生による記
念植樹

植樹した苗木の▶
前で記念撮影

水
俣
の
給
食
、

　
　
　

食
べ
た
〜
い
っ
！！

チ
ャ
リ
ま
ま　

も
う
宿
題
は
す
ん

だ
？ 

チ
ャ
リ
ピ
カ
く
ん
、
ピ
カ
ピ
カ

う
れ
し
そ
う
に
し
て
…
。テ
ス
ト
の

成
績
が
よ
か
っ
た
の
か
し
ら
？

チ
ャ
リ
ピ
カ
く
ん　

給
食
の
献
立
を

見
て
た
ん
だ
！ 

ほ
ら
、
こ
の
白
菜
に

デ
コ
ポ
ン（
不
知
火
）は
、
オ
レ
の
じ

い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
ん
だ
ぜ
！

チ
ャ
リ
ま
ま　

へ
ぇ
〜
、
水
俣
の
食

材
も
使
っ
て
あ
る
の
ね
！

チ
ャ
リ
ぞ
〜　

水
俣
市
で
は
、
で
き

る
だ
け
地
元
で
と
れ
た
安
心
・
安
全

な
食
材
を
使
っ
て
給
食
を
作
っ
て
い

る
ん
だ
よ
。お
米
は
1
0
0
％
水
俣

産
だ
っ
て
！

チ
ャ
リ
ま
ま　

そ
う
い
え
ば
、
給
食

だ
よ
り
に
も
農
家
の
方
の
写
真
が
載

 

っ
て
い
た
わ
ね
。

チ
ャ
リ
ぱ
ぱ　

水
俣
の
食
材
を
使
っ

た
給
食
か
ぁ
！ 
パ
パ
も
食
べ
て
み

た
い
よ
。

チ
ャ
リ
ま
ま　

そ
れ
に
、
給
食
の
お

皿
も
温
か
み
の
あ
る
素
材
が
使
わ
れ

て
い
る
っ
て
聞
い
た
わ
。

チ
ャ
リ
ピ
カ
く
ん　

皿
に
も
「
み
な

ま
た
」
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
だ
！ 

す

ご
い
だ
ろ
〜
！

チ
ャ
リ
ぱ
ぱ　

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
食

べ
て
み
た
い
よ
！ 

授
業
参
観
の
日

に
食
べ
ら
れ
な
い
か
な
！？

チ
ャ
リ
ぞ
〜　

学
校
給
食
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
試
食
も
で
き
る

そ
う
だ
よ
♪

チ
ャ
リ
ま
ま　

へ
ぇ
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
給
食
セ
ン
タ
ー
で
ど
ん
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ぜ

ひ
お
話
を
聞
い
て
み
た
い
わ
。

チ
ャ
リ
ピ
カ
く
ん　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
毎
日
の
給
食
写
真
が
の
っ

て
る
ぜ
！ 

そ
れ
で
我
慢
し
な
。

チ
ャ
リ
ぱ
ぱ　

う
ー
ん
…
。よ
し
決

め
た
っ
！ 

マ
マ
、
ぼ
く
、
も
う
一
度

小
学
校
か
ら
や
り
直
す
よ
！

チ
ャ
リ
ま
ま　

…
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル
都
市

推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
２

※チャリぞ～とチャリピカくんは「環境のまちづくり」のイメージキャラクターです

チヤ
リぞ
〜

の

み
な
ま
た

③

とチャリ
ピカ

　　　  
  くん

探
検

     〈翁
の
独
り
言
〉  

 　
　
　
　

長
年
の
私
の
夢
と
、
社
員

　
　
　

の
意
気
込
み
と
、
世
間
や
協

力
者
の
熱
い
期
待
を
乗
せ
て
、
明
治

23
年
２
月
１
日
、待
ち
に
待
っ
た「
国

民
新
聞
」
第
１
号
が
発
行
さ
れ
た
の

じ
ゃ
。
し
か
し
、
前
回
の
「
国
民
の

友
」
み
た
い
に
、
爆
発
的
な
売
れ
行

き
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
。

　

で
も
、
五
大
新
聞
の
最
高
で
も
１

万
部
の
と
こ
ろ
、
発
行
部
数
７
千
部

は
、
初
め
て
の
新
聞
発
行
と
し
て
は

大
成
功
だ
っ
た
の
じ
ゃ
よ
。

ー    

　

国
民
新
聞
の
実
践　
ー

　　
「
国
民
新
聞
」
は
他
紙
と
比
べ
て
、

掲
載
範
囲
を
広
く
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ

た
人
々
の
生
活
、
物
の
見
方
や
考
え

方
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
目
を
向
け
る

も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
蘇
峰
が
心

を
砕
い
た
の
は
、
こ
の
新
聞
で
世
の

中
を
改
良
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、

第
１
に
政
治
の
改
良
。
第
２
に
社
会

の
改
良
。
第
３
に
文
芸
の
改
良
。
第

４
に
宗
教
の
改
良
だ
っ
た
の
で
す
。

　

中
で
も
蘇
峰
が
力
を
入
れ
た
の
は
、

「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
政
治
を
改
良
す

る
か
」
で
し
た
。
蘇
峰
の
ね
ら
い
は
、

薩
長
に
よ
る
藩
閥
政
治
の
打
破
に
あ

っ
た
の
で
す
。そ
れ
に
は「
世
論
の
力
」

に
よ
っ
て
、
民
主
的
に
改
革
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
世
論
の

元
と
な
る
読
者
に
実

力
を
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
実

力
の
養
成
と
賛
同
者
を
集
め
る
こ
と

に
力
を
注
い
だ
の
で
す
。
蘇
峰
が
唱

え
た
平
民
主
義
の
考
え
方
が
、
こ
こ

で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
江
義

塾
時
代
に
「
自
由
民
権
運
動
」
で
培

っ
た
蘇
峰
の
実
力
が
、
惜
し
げ
も
な

く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

で
も
、
依
然
と
し
て
繰
り
返
さ
れ

る
藩
閥
政
治
を
見
た
蘇
峰
は
、
舌
鋒

鋭
く
当
時
の
松
方
内
閣
や
伊
藤
内
閣

を
攻
撃
し
、
た
び
た
び
新
聞
の
発
行

停
止
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

蘇
峰
の
人
生
の
師
・
勝
海
舟
（
蘇
峰

は
海
舟
の
邸
内
借
家
に
10
年
ほ
ど
住

み
、
薫
陶
を
受
け
て
い
る
）
が
良
き

相
談
相
手
で
あ
り
、
新
島
襄
亡
き
後

最
大
の
理
解
者
で
し
た
。

　

や
が
て
、
蘇
峰
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
、
中
央
政
界
に
も
進
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課

☎
６
１
・
１
６
３
９

お
き
な

郷
土
水
俣
の
偉
人
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◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　福祉推進室（障がい者支援）☎ 61ー1650
                           （子育て支援）☎ 61-1660
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ
　お尋ねください

第
41
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時　

３
月
２
日
㈰　

８
時
50

分
〜
開
会
式

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

■
参
加
資
格　

１
月
１
日
現
在
で

水
俣
市
内
在
住
・
在
職
の
人

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
４
千
円

■
申
込
方
法　

申
込
書
に
参
加
料

を
添
え
て
提
出
（
実
施
要
項
・
参

加
申
込
書
・
コ
ー
ス
図
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

■
締
切
日　

２
月
14
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー

ツ
推
進
室
☎
６
３
・
９
３
１
１

合
唱
団
み
な
ま
た
演
奏
会
で

い
っ
し
ょ
に
歌
う
小
学
生
募
集

　

合
唱
団
み
な
ま
た
「
第
14
回
定

期
演
奏
会
」
で
、
一
緒
に
歌
っ
て

く
れ
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

練
習
も
し
ま
す
の
で
、
み
ん
な

で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
♪

■
演
奏
会
日
時
／
場
所

　

４
月
26
日
㈯　

18
時
30
分
〜

　

／
市
文
化
会
館

■
練
習
日
時　

①
２
月
９
日
㈰
、

②
３
月
16
日
㈰
、
③
４
月
６
日
㈰

　

10
時
30
分
〜
12
時

※
１
回
目
の
練
習
日
ま
で
に
申
し

込
み
が
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
参

加
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
演
奏
曲　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー

チ
、
ラ
イ
オ
ン
と
お
茶
を

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

道
上
☎

６
３
・
６
９
４
４

「
芸
能
大
会
２
０
１
４
」
in

お
れ
ん
じ
館   

出
演
者
募
集

　

踊
り
や
歌
、
太
鼓
は
た
ま
た
マ

ジ
ッ
ク
な
ど
日
ご
ろ
練
習
し
て
い

る
成
果
を
み
ん
な
の
前
で
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

参
加
す
る
こ

と
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、

お
れ
ん
じ
館
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
23
日
㈰　

13
時
〜

16
時
（
予
定
）

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
締
切
日　

３
月
14
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
れ
ん

じ
館
☎
６
２
・
２
１
１
１

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

　

水
俣
市
消

防
団
で
は
、

４
月
か
ら
の

新
入
団
員
を

募
集
し
て
い

ま
す
。
火
災
や
災
害
時
な
ど
に
、

地
域
の
た
め
に
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

18
歳
以
上
の
男
女
で
水

俣
市
内
に
在
住
し
て
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人

■
活
動
内
容　

火
災
発
生
時
の
消

火
活
動
、
災
害
時
の
救
助
活
動
、

各
種
訓
練
、
広
報
活
動
な
ど

※
詳
し
い
内
容
を
聞
き
た
い
人
や
、

興
味
が
あ
る
人
は
、
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
防
災
危

機
管
理
室
☎
６
１
・
１
６
０
４

湯
の
鶴
観
光
物
産
館

「
鶴
の
屋
」
臨
時
定
休
日

■
臨
時
定
休
日　

２
月
の
水
曜
日

２
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
あ
る
場

合
を
除
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

㈱
水
俣K

en
kichi

・
井
手
☎
６
８
・
０
２
６
８

募  集 暮
ら
し
の

　

  
情
報

歴
史
に
ひ
た
る
一
日
は
い
か
が

講
談
「
徳
富
蘇
峰
物
語
」

　

水
俣
市
自
主
文
化
事
業
・
徳
富

蘇
峰
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業

と
し
て
、「
徳
富
蘇
峰
物
語
〜
一

龍
斎
貞
花　

講
談
の
世
界
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

郷
土
の
偉
人
・
徳
富
蘇
峰
と
、

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
・
黒
田
官

兵
衛
に
ま
つ
わ
る
講
談
の
２
本

立
て
。
講
談
界
の
名
門「
一
龍
斎
」

の
講
談
師
、
一
龍
斎
貞
花
さ
ん
の

絶
妙
な
語
り
口
調
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

同
日
、
徳
富
蘇
峰
に
関
す
る
記

念
碑
め
ぐ
り
や
貴
重
資
料
の
特

別
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
15
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
演
目　

名
軍
師
：
黒
田
官
兵
衛

／
郷
土
の
偉
人
：
徳
富
蘇
峰
物
語

■
講
談
師　

一
龍
斎
貞
花

■
入
場
料　

千
円
（
全
席
自
由
／

当
日
１
５
０
０
円
）　

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

水
光
社
本
店
、
ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ

一
心
堂
、
た
か
や
ま
、
も
や
い
館
、

市
役
所
生
涯
学
習
課

■
同
時
開
催

※
詳
細
は
、
別
途
チ
ラ
シ
な
ど
で

◎
蘇
峰
先
生
記
念
碑
め
ぐ
り

　

市
内
に
あ
る
蘇
峰
に
関
す
る

文
化
財
を
徒
歩
と
バ
ス
で
巡
り

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
秘
蔵
資
料
の
特
別
展
示
（
文
化

会
館
ホ
ワ
イ
エ
）

　

徳
富
蘇
峰
に
関
す
る
資
料
・
水

俣
城
発
掘
調
査
の
出
土
資
料
な

ど
の
特
別
展
示
会
（
入
場
は
講
談

の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎

６
１
・
１
６
３
９

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

食
品
営
業
者
は
食
品
衛
生
法
の

規
定
で
、
施
設
ま
た
は
各
部
門
ご

と
に
「
食
品
衛
生
責
任
者
」
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
６
日
㈭　

９
時
〜

16
時
30
分

■
場
所　

市
公
民
館
第
２
研
修
室

■
受
講
料　

食
品
衛
生
協
会
員
／

４
千
円
、
非
会
員
／
５
千
円
（
学

生
は
会
員
と
同
額
）

■
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
締
切
日　

２
月
25
日
㈫

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦

北
地
区
食
品
衛
生
協
会
（
水
俣
保

健
所
内
）
☎
＆
FAX  

６
３
・
３
８
９
１

池
坊
水
俣
支
部　

花
展

「
早
春
の
花
、
凛りん
と
し
て
。」

■
日
時　

２
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

10
時
〜
17
時（
16
日
は
16
時
ま
で
）

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

池
坊
水
俣
支
部

／
山
尾
☎
６
３
・
６
０
３
０

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

肌
が
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。
安

心
安
全
な
材
料
を
使
っ
て
、
保
湿

ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
後
、
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
バ
ス
や

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
し
ま

し
ょ
う
。
初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
７
日
㈮　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度
（
要
申
込
）

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
持
参
品　

ジ
ャ
ム
な
ど
の
空
き

び
ん
（
30
グ
ラ
ム
程
度
入
り
、
煮

沸
消
毒
が
で
き
る
も
の
）、
両
手

が
入
る
大
き
め
の
洗
面
器
、
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ
ル

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス 

春
の
イ
ベ
ン
ト

薪まき
ス
ト
ー
ブ
で
ピ
ザ
を
作
ろ
う
！

　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
優
し
い
温
も
り

を
感
じ
な
が
ら
、
一
緒
に
手
作
り

ピ
ザ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
直
火
で

焼
い
た
一
味
違
う
お
い
し
さ
を
一

緒
に
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？

　

家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
は
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

10
人
程
度　

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

中
皿(

直
径
約
20
㎝)

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣

エ
コ
ハ
ウ
ス
☎
８
４
・
９
０
０
６

（
10
時
〜
16
時
）
月
曜
休
館

催  し

一龍斎貞花

事情つぅ

☃【
有
料
広
告
】
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平
成
25
年
度
第
２
回
薩
摩
街

道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　

肥
後
藩
熊
本
城
下
の
札
の
辻
と

薩
摩
藩
鶴
丸
城
下
の
西
田
橋
を
結

び
、
か
つ
て
は
南
九
州
の
陸
上
交

通
の
大
動
脈
だ
っ
た
薩
摩
街
道
を

歩
く
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

薩
摩
街
道
は
、
九
州
平
定
時
の

豊
臣
秀
吉
、
将
軍
輿
入
れ
の
天
璋

院
篤
姫
、
坂
本
龍
馬
な
ど
も
歩
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
偉
人
た
ち

が
残
し
た
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
感
じ
て
歩

く
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
毎
年
好
評
で
す
。

■
日
時　

３
月
９
日
㈰　

９
時
〜

■
集
合
場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン

タ
ー

■
コ
ー
ス　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ

ー
↓
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
（
12
㎞
／

約
３
時
間
30
分
）

※
秀
吉
の
島
津
討
伐
の
際
に
、
相

良
家
家
臣
が
秀
吉
の
た
め
に
歌
を

詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
歌
坂
」
や
、

西
南
戦
争
で
薩
軍
が
大
砲
を
ひ
き

な
が
ら
行
軍
し
た
と
さ
れ
る
「
陣

の
坂
」
な
ど
の
名
所
を
通
る
、
比

較
的
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
で
す
。

■
料
金　

１
５
０
０
円
（
小
学
生

以
下
１
０
０
０
円
）

※
弁
当
・
お
土
産
・
保
険
料
含
む

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
記
入
し
、
ハ

ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

■
申
込
先　

〒
８
６
０
―
０
８
２
２

熊
本
市
中
央
区
本
山
町
２
１
２
―

１　

デ
ィ
ー
エ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

㈱
☎
０
９
６
・
２
２
３
・
８
８
９
０

／
FAX 
０
９
６
・
２
２
３
・
８
８
９
１

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
県
南

広
域
本
部
芦
北
地
域
振
興
局
☎

０
９
６
６
・
８
２
・
４
４
４
５

自
分
の
食
事
、
自
分
で
作
ろ
う

初
心
者
向
け
男
性
料
理
教
室

　

男
性
の
皆
さ
ん
、
毎
日
の
食
事
、

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。

健
康
な
毎
日
は
食
べ
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
毎
日
繰
り
返
す
食

事
だ
か
ら
、
自
分
の
体
に
合
っ
た

健
康
に
な
る
食
事
に
し
た
い
で
す

ね
。

　

料
理
は
、
献
立
を
考
え
、
材
料

を
決
め
て
、
買
い
物
を
し
て
、
手

先
を
使
っ
て
と
、
あ
な
た
の
脳
も

フ
ル
回
転
。
五
感
を
使
う
作
業

は
、
脳
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
…

か
も
？

　

こ
の
教
室
で
は
、
料
理
の
基
礎

か
ら
簡
単
な
料
理
の
作
り
方
ま
で
、

４
回
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
学
ん
で

い
き
ま
す
。
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
料

理
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
、
ち

ょ
っ
と
で
き
る
人
も
、
勇
気
を
出

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日
（
全
４
回
）

①
２
月
24
日
㈪
、
②
３
月
３
日
㈪
、

③
３
月
10
日
㈪
、
３
月
17
日
㈪

■
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
調
理
室

■
参
加
料　

１
回
７
０
０
円
（
材

料
費
）

■
定
員　

20
人

■
講
師　

水
俣
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
会
員

■
締
切
日　

２
月
17
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
☎
６
２
・
３
０
２
８

介
護
の
カ
リ
ス
マ
が

水
俣
に
や
っ
て
来
る
！

　

人
気
ブ
ロ
ガ
ー
「M

asa

氏
」

を
招
い
て
、
人
生
や
介
護
、
愛
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

医
療
や
福
祉
業
界
の
人
だ
け
で
な

く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ

の
家
族
、
介
護
福
祉
に
関
心
が
あ

る
す
べ
て
の
人
に
、
真
実
と
理
想

を
真
正
面
か
ら
熱
く
問
い
直
す
講

演
で
す
。

■
日
時　

２
月
21
日
㈮　

18
時
30

分
〜

■
場
所　

あ
ら
せ
会
館

■
内
容　
「
人
を
語
ら
ず
し
て
介

護
を
語
る
な
〜
誰
か
の
赤
い
花
に

な
る
た
め
に
〜
」
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
緑
風
園
・
菊
地
雅
洋
総
合

施
設
長
（
北
海
道
登
別
市
）

■
参
加
料　

千
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
梅
の

里
☎
６
３
・
３
８
８
８

村
下
孝
蔵
を
偲し

の

ぶ
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
４

　
「
初
恋
」「
踊
り
子
」
な
ど
の
名

曲
で
知
ら
れ
る
村
下
孝
蔵
。

　

水
俣
で
生
ま
れ
育
っ
た
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
、
県
内
外
で
活
動
し
て
い
る
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
歌
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
㈰　

14
時
〜

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
出
演
者　

ケ
イ
ナ
、
ル
カ
、
ケ

ン
シ
ロ
ウ
、
さ
だ
ま
さ
か

■
入
場
料　

１
５
０
０
円
（
当
日

１
８
０
０
円
）
／
中
高
生
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

水
光
社
、

ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ
一
心
堂
、
た
か
や

ま
、
も
や
い
館
喫
茶
「
花
」　

■
問
い
合
わ
せ　

松
本
☎
０
９
０
・

２
７
１
３
・
３
９
７
３
／
有
村
☎

０
９
０
・
５
７
４
８
・
４
５
２
３

　
　
　
　

切
り
絵
／
村
上
保
さ
ん

第
７
回　

Ｊ
Ｎ
Ｃ
杯

小
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

近
隣
の
小
中
学
校
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回

か
ら
、
中
学
生
女
子
の
部
と
小
学

生
の
部
で
実
施
し
ま
す
。

　

中
学
生
の
力
強
い
プ
レ
ー
や
小

学
生
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は
会
場

で
応
援
す
る
人
に
、
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
一
つ
の
ボ
ー
ル
を

懸
命
に
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
り
に
、
み
な
さ
ま
の
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
11
日
㈫　

開
会
式

９
時
〜
、
９
時
30
分
〜
試
合
開
始

■
場
所　

市
総
合
体
育
館 

他

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
☎

６
３
・
７
８
１
２(

内
線
２
４
６
８)

認
知
症
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療

「
物
忘
れ
相
談
会
」

　

物
忘
れ
な
ど
、
認
知
症
に
よ
る

症
状
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る
本

人
や
家
族
に
対
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
で
き
る
よ

う
に
認
知
症
専
門
医
の
協
力
を
得

て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
に
は
、
認
知
症
専
門
医

療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
、

助
言
し
ま
す
。

■
日
時　

①
２
月
20
日
㈭
、
②
３

月
20
日
㈭　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
（
も
や
い
館
内
）

■
対
象
者　

物
忘
れ
な
ど
が
心
配

な
人
や
家
族
、
医
療
機
関
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

※
す
で
に
、
認
知
症
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。　

■
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

佐
藤
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
佐
藤
宏
院
長

■
予
約
方
法　

相
談
は
無
料
で
す

が
、
完
全
予
約
制
で
す
。
事
前
に

電
話
な
ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
者
が
相
談
内
容
を
確
認
し
ま

す
。
希
望
者
が
多
い
場
合
は
調
整

し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
☎
６
３
・
３
０
５
１

第
９
回
「
み
な
ま
た
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

　

保
護
者
・
地
域
の
人
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
18
日
㈫　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
公
民
館

■
内
容　

①
学
校
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

各
委
員
会
の
報
告

　

・
学
力
向
上
委
員
会

　

・
水
俣
科
推
進
委
員
会

　

・
学
校
開
放
推
進
委
員
会

②
実
践
発
表

　

・
学
級
集
団
づ
く
り
の
取
り
組
み

　

・
い
じ
め
未
然
防
止
の
取
り
組
み

　

・
土
曜
授
業
の
先
行
実
施

③
分
科
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎

６
１
・
１
６
３
７

子
ど
も
の
能
力
を
引
き
出
す
魔

法
の
一
言
「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」

　

自
分
の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し

て
、
楽
し
く
子
育
て
し
よ
う
！

■
日
時　

２
月
９
日
㈮　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

八
幡
参
集
殿

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の

会
水
俣
市
／
松
本
☎
０
９
０
・

５
２
８
８
・
６
６
８
７

第
38
回
日
本
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
熊
本
大
会

　

日
本
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
オ
ム
ロ
ン
と
三
重
バ
イ

オ
レ
ッ
ト
ア
イ
リ
ス
が
、
水
俣
で

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
ぜ

ひ
会
場
に
足
を
は
こ
ん
で
、
ト
ッ

プ
プ
ロ
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
観

戦
し
て
く
だ
さ
い
！

　

大
会
終
了
後
に
は
、
オ
ム
ロ
ン

の
選
手
に
よ
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
会
」
を
行

い
ま
す
。
プ
ロ
の
選
手
と
接
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
！　

参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時　

２
月
22
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

■
入
場
料　

千
円
（
中
高
生
は

５
０
０
円
、小
学
生
以
下
は
無
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

扇
ス
ポ
ー

ツ
☎
６
３
・
８
８
８
８
、
市
立
総

合
体
育
館
☎
６
３
・
３
３
３
９

★
ふ
れ
あ
い
会
（
申
込
不
要
）

■
対
象　

園
児
か
ら
小
学
生
ま
で

■
参
加
料　

無
料

※
参
加
す
る
人
は
運
動
が
で
き

る
服
装
に
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
協
会
・
溝
口
☎
０
９
０
・

８
８
３
２
・
７
９
７
３

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

2021 広報みなまた2014.2.1広報みなまた2014.2.1



水
俣
市
の
人
権
擁
護
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
常
設
・
特

設
相
談
所
で
、
面
談
や
電
話
に
よ

る
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
一
人
一
人
の
人
権

意
識
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
人
権
侵
害
の
相
談
に
は
、

法
務
局
と
協
力
し
て
事
案
の
円

満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

井
上
博
之
、
寺
床
直
子
、
村
上

文
世
、
由
川
譲
、
田
中
孝
典
、
中

村
茂
子

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
地
方
法
務

局
八
代
支
局
☎
０
９
６
５
・
３
２
・

２
６
５
４

若
い
人
の
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

芦
北
地
域
振
興
局
１
階
に
「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関

す
る
相
談
な
ど
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
利
用
対
象　

お
お
む
ね
35
歳
未

満
の
人
、
大
学
生
・
短
大
生
・
専

門
学
校
生
・
高
校
生
な
ど
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
、
学
校
の
進
路
指

導
担
当
の
先
生

■
利
用
時
間
（
予
約
制
）　

月
〜

金
曜
日
の
10
時
〜
17
時
（
木
曜
は

16
時
ま
で
／
祝
日
、
年
末
年
始
は

休
み
）

■
内
容　

就
職
に
関
す
る
相
談
、

職
業
適
性
診
断
、
求
人
情
報
提
供
、

出
前
相
談
、
職
業
講
話　

な
ど

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ
☎
８
２
・

３
１
２
３

地
域
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

ど
ん
ど
ん
ル
ー
ム
に
遊
び
に
来
て
ね

　

親
子
で
遊
べ
ま
す
。
孫
守
り
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦
さ
ん
、
独
身

の
人
も
ど
う
ぞ
！　

分
か
ら
な
い

こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と
な
ん
で
も

聞
い
て
く
だ
さ
い
。明
る
い
ス
タ
ッ

フ
が
待
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

が
な
い
日
も
、
ど
ん
ど
ん
ル
ー
ム

で
過
ご
せ
ま
す
♪

■
開
催
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

水
俣
み
ど
り
保
育
園

■
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

○
２
月
３
日
㈪　

黒
豆
節
分
お
茶
会

　
（
ど
な
た
で
も
）

○
２
月
４
日
㈫　

ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
（
０
歳
対
象
）

○
２
月
５
日
㈬　

ベ
ビ
＆
マ
マ
ヨ
ガ

　
（
０
〜
１
歳
前
半
対
象
）

○
２
月
10
日
㈪
・
24
日
㈪

　

ダ
イ
エ
ッ
タ
ー
ズ（
ど
な
た
で
も
）

○
２
月
13
日
㈭　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
（
２
カ
月
〜
対
象
）

○
２
月
18
日
㈫　

キ
ッ
ズ
リ
ト
ミ

　

ッ
ク
（
１
〜
２
歳
対
象
）

○
２
月
19
日
㈬　

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

　
（
ど
な
た
で
も
）

○
２
月
21
日
㈮　

ひ
な
人
形
作
り

　
（
ど
な
た
で
も
）

○
２
月
28
日
㈮　

身
体
測
定

　
（
ど
な
た
で
も
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
み

ど
り
保
育
園
内
・
ど
ん
ど
ん
ル
ー

ム
☎
６
２
・
１
５
３
４

税
の
滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
！

九
州
市
町
村
合
同
公
売
会
が
開
催

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
公
売
」。
九
州
内

の
自
治
体
44
団
体
の
協
力
で
「
九

州
市
町
村
合
同
公
売
会
in
熊
本
」

が
１
月
12
日
、
益
城
町
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
出
品
数
は
６
０
０
点
、
約

７
５
０
人
が
入
場
し
ま
し
た
。
落

札
価
格
総
額
は
約
１
９
０
万
円
、

落
札
率
は
約
90
％
で
し
た
。

　

水
俣
市
か
ら
も
、
差
し
押
さ
え

動
産
10
点
を
出
品
し
、
合
計
約

５
万
３
千
円
で
全
て
落
札
さ
れ

ま
し
た
。
落
札
代
金
は
滞
納
税
へ

納
め
ら
れ
ま
す
。

　

水
俣
市
で
は
今
後
も
滞
納
処

分
を
強
化
し
、
滞
納
税
な
ど
の
圧

縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

納
税
は
、
確
実
便
利
な
口
座
引

き
落
と
し
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

も
っ
と
み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎

知
識
や
心
構
え
な
ど
、
熊
本
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
を
招
き
、
皆
さ
ん
と
考
え
ま

す
。
経
験
者
も
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
も
う
と
思
う
人
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

資
料
の
準
備
の
た
め
、
事
前
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も

可
能
で
す
。

■
日
時　

２
月
15
日
㈯　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

も
や
い
館
１
階
社
会
福

祉
協
議
会
多
目
的
ル
ー
ム

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
６
３
・
２
０
４
７

／ 

FAX 

６
３
・
３
５
７
０

第
11
回
水
俣
こ
ど
も
の
美
術
展

　

水
俣
市
内
の
小
中
学
生
の
絵

画
作
品
、
彫
刻
作
品
、
工
作
・
工

芸
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
美
術
展
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

　

９
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館

３
階
ホ
ー
ル（
小
４
〜
中
３
作
品
）

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
小
１
〜
小
３

作
品
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
図
工
・

美
術
担
当
者
会
・
伊
藤
（
水
一
中
）

☎
６
３
・
２
９
８
１

平
成
26
年
度「
福
祉
活
動
助
成
」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

市
内
の
地
域
福
祉
活
動
を
活
性
化

す
る
た
め
、
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
、
福
祉
活
動
を

計
画
し
助
成
を
希
望
す
る 

団
体

は
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

２
月
19
日
㈬　

10
時
〜

■
場
所　

も
や
い
館
１
階
社
会
福

祉
協
議
会
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
６
３
・
２
０
４
７

正
し
い
遺
言
書
の
つ
く
り
方

市
民
公
開
講
座
＆
無
料
相
談
会

　

相
続
争
い
の
未
然
防
止
な
ど

に
役
立
つ
「
遺
言
」
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
て
も
、
遺
言
書
作
成
の

決
ま
り
事
や
実
際
の
作
り
方
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。
無
料
相
談
会
で

は
、
相
続
や
遺
言
な
ど
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
15
日
㈯　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
内
容

①
寸
劇
「
公
正
証
書
遺
言
を
つ
く

　

ろ
う
」
自
筆
証
書
遺
言
の
書
き

　

方
講
座

②
自
筆
証
書
遺
言
の
作
成
指
導
、

　

個
別
無
料
相
談

■
定
員　

２
０
０
人（
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
行
政
書
士

会
☎
０
９
６
・
３
８
５
・
７
３
０
０

環
境
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

化
石
レ
プ
リ
カ
＆
裂
き
織
り

★
化
石
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ
う
！

　

大
昔
の
恐
竜
の
歯
や
爪
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
な
ど
の
化
石
を
復
元

す
る
体
験
活
動
か
ら
、
地
球
環
境

の
変
化
や
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
30
人

■
参
加
料　

無
料

■
締
切
日　

２
月
２
日
㈰

★
大
人
の
裂
き
織
り
教
室

　

裂
き
織
り
と
は
、
不
要
に
な
っ

た
服
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
古
布

を
裂
い
て
ひ
も
状
に
し
て
、
織
機

で
織
り
込
み
、
再
び
布
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
す
る
環
境
に
優
し

い
取
り
組
み
で
す
。

　

初
心
者
も
経
験
者
も
楽
し
め

る
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
思
い
出
の
服
や
ハ
ン

カ
チ
な
ど
を
リ
メ
イ
ク
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

①
２
月
15
日
㈯
、
②
２

月
16
日
㈰　

９
時
30
分
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

そ
れ
ぞ
れ
先
着
10
人

■
参
加
料　

無
料

■
締
切
日　

２
月
８
日
㈯

★
イ
ベ
ン
ト
共
通
事
項

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
ベ
ン
ト

参
加
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５ 

明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０

０
０
／ 

FAX 

６
２
・
１
２
１
２
／

メ
ー
ルcenter@

kum
am
oto-

eco.jp
（
原
則
、
月
曜
日
休
館
）

伝言板

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

2223 広報みなまた2014.2.1広報みなまた2014.2.1



市
立
図
書
館
は
図
書
特
別

整
理
で
臨
時
休
館
し
ま
す

　

市
立
図
書
館
（
移
動
図
書
館
含

む
）
は
、
図
書
特
別
整
理
の
た
め
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
臨
時
休
館
期
間

　

２
月
18
日
㈫
〜
27
日
㈭

　

図
書
特
別
整
理
は
、
年
に
一
度

の
図
書
館
の
「
棚
卸
し
」
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

　

図
書
館
の
所
蔵
す
る
図
書
資
料

に
つ
い
て
、
図
書
資
料
が
無
く
な

っ
て
い
な
い
か
、
図
書
シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ
と
実
際
あ
る
資
料
が
一
致

し
て
い
る
か
、
一
冊
ず
つ
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、
汚
損
・
破
損
の
図

書
類
の
修
復
や
除
籍
、
不
明
本
や

遅
延
し
て
い
る
資
料
の
追
跡
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
臨
時
休
館
中
の
返
却

　

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
図
書
館
玄
関
・

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
・
ロ
ー
ソ
ン

水
俣
桜
井
町
三
丁
目
店
）
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

６
３
・
８
４
０
１

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
５
月
の
、
赤
十
字
運
動
月

間
で
寄
せ
ら
れ
た
社
資
・
寄
付
金
、

４
０
０
万
２
３
６
０
円
、
昨
年
12

月
に
募
集
し
た
赤
十
字
法
人
社
員

社
資
・
寄
付
金
、
26
万
７
０
０
０

円
を
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

赤
十
字
事
業
を
支
え
る
活
動
資

金
と
し
て
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
協
力
法
人
（
あ
い
う
え
お
順
）

　

ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

あ
ら
せ
、
大
石
ひ
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
河
村
電
器
産
業
、 

環
境
総
合

技
術
セ
ン
タ
ー
、
君
島
タ
ク
シ
ー
、

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店
、

熊
本
銀
行
水
俣
支
店
、
興
南
電

気
、
郡
山
防
災
、
昇
陽
館
、
白

梅
荘
、
白
梅
病
院
、
水
光
社
、
立

尾
電
設
、
た
な
か
耳
鼻
科
眼
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、 

肥
後
銀
行
水
俣
支
店
、

ひ
ら
た
写
真
、
福
田
農
場
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
渕
上
病
院
、
み
ず
ほ
病
院
、

溝
上
電
気
商
会
、
水
俣
協
立
病

院
、
水
俣
建
設
業
協
会
、
水
俣
浄

化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
、
水
俣
石
油
、

水
俣
病
院
、
宮
崎
一
心
堂
、
宮
竹

小
児
科
医
院
、
や
す
ら
ぎ
苑
、
山

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
吉
永
商
会

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
☎

６
１
・
１
６
４
０

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

税　目 期別 納期限 口座
振替日

固定資産税 4期

２
月
28
日
㈮

２
月
27
日
㈭

国民健康保険税
普通徴収分

8期

介護保険料
普通徴収分

8期

後期高齢者医療
保険料普通徴収分

8期

平
成
25
年
度　

分
収
造
林

公
募
対
象
地
を
公
示
し
ま
す

　

九
州
森
林
管
理
局
の
平
成
25
年

度
分
収
造
林
公
募
対
象
地
が
決
定

し
ま
し
た
。
水
俣
市
役
所
庁
舎
前

の
掲
示
板
に
も
掲
示
し
て
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
振
興

課
☎
６
１
・
１
６
３
２

そ
の
送
金
…
振
り
込
め
詐
欺

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

水
俣
で
も
、
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
当
て
は
ま
る
場
合
な
ど

は
、
す
ぐ
に
送
金
せ
ず
、
水
俣
警

察
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
知
ら
な
い
人
か
ら
「
会
社
の
パ

　

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま

　

す
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
も

　

し
く
は
、
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。

○
「
社
債
、
証
券
購
入
代
金
は
会

　

社
が
立
て
替
え
る
か
ら
、
名
義

　

を
貸
し
て
欲
し
い
」「
名
義
貸

　

し
を
し
た
者
が
逮
捕
さ
れ
、
あ

　

な
た
も
責
任
が
あ
る
。
お
金
を

　

出
し
て
欲
し
い
」
な
ど
と
電
話

　

が
あ
っ
た
。

○「
必
ず
も
う
か
る
か
ら
大
丈
夫
」

　

な
ど
と
言
わ
れ
た
。

○
ゆ
う
パ
ッ
ク
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、

　

宅
配
便
な
ど
で
現
金
を
送
る

　

よ
う
に
言
わ
れ
た
。

○
宅
配
便
の
内
容
は
現
金
で
は

　

な
く
、「
ア
ル
バ
ム
、
書
類
」
な

　

ど
と
記
載
し
て
送
る
よ
う
に

　

言
わ
れ
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
警
察
署
☎

６
２
・
０
１
１
０
（
内
線
３
１
１
）

広
報
み
な
ま
た
３
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
２
月
14
日
㈮

　

広
報
み
な
ま
た
へ
の
お
知
ら

せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、
市
役
所
３

階
総
務
課
広
報
の
受
付
簿
に
記

入
し
て
、
原
稿
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

遠
方
に
居
住
す
る
人
な
ど
で
、

受
け
付
け
が
困
難
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲

載
の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ

る
場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広
報

担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５
／
FAX

６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

海老いろ フェア
みなまた あしきた

アシアカエビのわっぱめし
 単品 800円　定食 1000円

貝汁味処 南里
☎ 62-4200【営業】10時～15時／17時～22時

石海老のかき揚げ丼
 700円

ご飯処 たけんこ
☎ 63-5501【営業】11時～ 15時

辛チャンポン
 750円

天宝閣
☎ 62-2947

えび贅沢三昧チャンポン
 888円

アジアンキッチン タブール
☎ 62-6163【営業】11時30分～14時／18時～23時

足赤ちらし
 1575円

味処 池田屋
☎ 63-3836【営業】12時～14時／17時～22時

足赤えびカレー
 1000円

喜楽食堂
☎ 62-2629【営業】8時～15時／17時～22時

お・も・て・な・し丼
 1300円

寿し処 有村
☎ 62-3919【営業】12時～14時／17時～22時

足赤えびとたっぷり野菜の特
製トマトソースパスタ 1200円

福田農場ワイナリー「バレンシア館」
☎ 63-3900【営業】10：30～ 21：00

石えび入り揚げ餃子サフ
ランソース　 750円

福田農場ワイナリー「セビリア館」
☎ 63-3900【営業】10：30～ 21：00

【営業】11時30分～14時
　　　   17時30分～23時30分

３/２２/１から色 まで開催中！

不知火海のうたせ船でとれた、地元以外ではなかなか食べられない幻の海老「足
赤えび」や、小型ながらも濃厚でぜいたくな味が楽しめる「石えび」などを使っ
た料理フェア☆ 水俣・芦北の飲食店や物産館など20店舗が趣向をこらしたメ
ニューを用意しています。最大１万円の食事券が当たるスタンプラリーも実施しま
す！　さぁ、いますぐお店で味わってみよう♪

問い合わせ  水俣芦北地域観光推進協議会（芦北地域振興局内）
　　　　　  ☎８２－４４４５  ＨＰ   http://www.nanaurameguri.com/

※水俣地域のみ掲載
　店休日は各店へお
　問い合わせください

2425 広報みなまた2014.2.1広報みなまた2014.2.1

■ゼロ／堀江貴文
■ホントはコワイ冷え性 66の対策
■はじめての妊娠・出産毎日ケアＢＯＯＫ
■老人介護の安心百科
■中村勘三郎最期の131日／波野好江
■妻が椎茸だったころ／中島京子
■昭和の犬／姫野カオルコ
■インフェルノ／ダン・ブラウン
■あいうえおんせん／高畠那生
■くまくまパン／西村敏雄

日本一の読書のまちづくり

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 ２月特設コーナー ■
「 ＬＯＶＥ  はじめました ♥ 」

図書館には本しかない？　いいえ、「愛」もあるんです。
バレンタインデーに関する愛情いっぱいの本を集めました。
図書館から愛をお届けします。

み
な
図
書
川
柳

図
書
館
は     

   

み
ん
な
大
好
き 

 　
　

     　

本
の
国 

 　
　

詠よ

み
人び
と  

永
野 

恵 

さ
ん  

          　
　

  （
13
歳
・
古
城
）

月のカレンダー＆川柳２

近人気の本！最

おちゃわんについたごはんつぶ。じゃー
じゃーお水のだしっぱなし…「もったい
なーい」といって、もったいないばあさ
んがやってくる！　日々の暮らしの中で
もったいないことをしていないか考えさ
せられる絵本。みかんの皮を使った昔
からの知恵が知れたり、思わず声にだし
たくなる「もったいなーい」のフレーズも
おもしろい、子どもたちが大好きな１冊。

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

日 月 火 水 木 金 土

　　　…  休館日

  ２/18 ～２/27は特別図書整理臨時休館です

　      … おはなし会 10：30～  童話教室 13：30～

図書館
に

いるよ！
に
！

図書館にもあります！

～私が出会った1冊

渕上 かおりさん（ 34歳・天神町）
　　　　　好きな言葉「 よかよか 」

オススメ本
「もったいないばあさん」

（講談社）作・絵／真珠まりこ

in 水俣幼稚園 

８

オススメオススメオススメ
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